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売
上
げ
の
90
％
は

屋
外
照
明
用
ポ
ー
ル

　

鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
板
、
パ
イ
プ
な
ど
の
加
工
を

得
意
と
し
て
お
り
、
主
に
道
路
、
公
園
、
駐
車
場
、

工
場
向
け
の
屋
外
照
明
用
ポ
ー
ル
を
製
造
し
て
い

る
。
こ
の
屋
外
照
明
用
ポ
ー
ル
だ
け
で
売
上
げ
の

90
％
近
く
を
占
め
る
。溶
接
技
術
の
評
価
が
高
く
、

物
流
倉
庫
の
リ
フ
タ
ー
機
器
部
品
や
公
共
エ
ク
ス

テ
リ
ア
製
品
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

　

溶
接
に
付
加
価
値
を
付
け
る
目
的
で
、
パ
イ
プ

曲
げ
や
プ
レ
ス
加
工
な
ど
も
手
が
け
る
よ
う
に

な
っ
た
同
社
だ
が
、こ
れ
ら
の
加
工
技
術
で
も
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。平
成
29
年
に
は
中
小
企
業
庁
の

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」を
活
用
し
て
レ
ー
ザ
ー
加
工

機
を
導
入
。
厚
さ
19
㎜
ま
で
の
板
や
径
φ
１
５
０

ま
で
の
パ
イ
プ
な
ど
、精
密
な
切
断
加
工
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

強 み

多
様
な
設
備
で

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

溶
接
技
術
者
で
あ
る
徳
島
康
寛
社
長
一
人
に
よ
り

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
経
緯
が
あ
り
、
溶
接
技
術

に
は
こ
だ
わ
り
が
強
い
。
現
在
、
従
業
員
９
名
の

う
ち
７
名
が
技
術
者
だ
が
、
全
員
が
溶
接
免
許
を

取
得
し
手
溶
接
、
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
な
ど
の
技
術
で

は
顧
客
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
設
備
投
資
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
前
述
の

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
ほ
か
、Ｎ
Ｃ（
数
値
制
御
）旋
盤
、

パ
イ
プ
曲
げ
機
、
ボ
ー
ル
盤
な
ど
多
様
な
金
属
加
工

設
備
を
揃
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、切
断
、曲
げ
加
工
、

溶
接
と
い
っ
た
金
属
製
品
の
一
貫
加
工
が
可
能
に

な
り
、
短
納
期
、
小
ロ
ッ
ト
、
低
コ
ス
ト
な
ど
と

い
っ
た
顧
客
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

人材
育成

外
部
セ
ミ
ナ
ー
活
用
し

多
能
工
化
を
推
進

　

従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
若
手
だ
が
、
徳
島
社
長
の

ほ
か
に
も
溶
接
技
術
の
ベ
テ
ラ
ン
が
お
り
、
若
手

技
術
者
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
技
術
指
導
を
し
て
い
る
。
各
種

溶
接
免
許
の
取
得
も
積
極
的
に
推
進
。
そ
の
人
材

育
成
策
の
成
果
と
し
て
、
技
術
者
全
員
の
溶
接
免
許

取
得
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
少
人
数
で
金
属
製
品
の
一
貫
生
産
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
溶
接
だ
け

で
な
く
複
数
の
業
務
や
加
工
工
程
を
こ
な
す
こ
と

が
必
要
だ
。
同
社
で
は
、
外
部
の
社
員
教
育
セ
ミ

ナ
ー
を
活
用
し
た
り
、外
部
か
ら
講
師
を
招
い
た
り

し
て
、
従
業
員
の
多
能
工
化
を
進
め
て
い
る
。

今後の
展望

技
術
力
向
上
と
提
案
営
業
で

新
規
顧
客
を
開
拓

　

今
後
は
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
機
を
増
強
し
、
高
度
な

溶
接
技
術
を
必
要
と
す
る
新
分
野
を
開
拓
し
た
い

考
え
だ
。
高
い
溶
接
技
術
の
習
得
に
向
け
、
技
術
者

の
教
育
に
も
一
段
と
力
を
入
れ
る
。
外
注
に
頼
っ
て

い
る
屋
外
用
ポ
ー
ル
の
塗
装
工
程
に
つ
い
て
も
、

内
製
化
に
向
け
た
技
能
取
得
を
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
公
共
構
造
物
向
け
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
他
の
分
野
に
も
進
出
す
る
こ
と

で
年
間
を
通
し
て
受
注
の
平
準
化
を
図
る
計
画
を

進
め
て
い
る
。
営
業
力
の
強
化
に
よ
り
、
工
夫
を

施
し
た
製
造
工
程
を
顧
客
へ
提
案
。
技
術
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
機
会
の
増
加
に
よ
り
、新
規
開
拓
し
て

い
く
方
針
だ
。
徳
島
社
長
は
「
将
来
的
に
は
自
社

製
品
も
手
が
け
て
み
た
い
」
と
熱
く
語
る
。

寛大工業 株式会社

得
意
の
溶
接
技
術
で

公
共
構
造
物
の
製
造
に
貢
献

http://www.kandai-industry.co.jp/

◦住　所	 〒583-0847
	 羽曳野市
　　　　　大黒78-4
◦ＴＥＬ	 072-926-1395
◦ＦＡＸ	 072-926-1394
◦創　業	 平成17年10月
◦設　立	 平成27年 4 月
◦資本金	 500万円
◦従業員	 9名

主な事業内容
屋外用照明ポールなどの溶接
を中心とする金属加工

主な取引先（納入先）
照明器具メーカー、
公共エクステリアメーカー、
繊維機械部品メーカー

平成１７年にそれまで勤めていた企業の一部を間借りする形で
独立し、個人営業で溶接技術者としての事業を始めました。
その後、少しずつ設備を増やして金属加工の幅を広げ、同２７
年に法人化しました。現在は従業員も９名に増え、大阪府の
羽曳野市と千早赤阪村で２工場を運営しています。

代表取締役 徳島 康寛さん
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